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   １ 高機能消防指令センター 

     高機能消防指令センターは、市民からのＳＯＳ「１１９」通報を受け、あらゆる災害から市民を

守るため、市民と消防をつなぐ大切な役目を担い、日夜休むことなく機能しています。 

     近年、複雑多様化、大規模化する災害、市民のニーズの多様化など消防業務を取り巻く環境は大

きく変化しています。 

     本市では、あらゆる災害から、市民の生命と財産、社会資本を守り、安全・安心なまちづくりを

推進しています。 

     ＮＴＴ固定電話・ＩＰ電話・携帯電話からの１１９番受付時に位置情報通知システムによりほぼ

全てに対して通報場所の特定をより迅速にすることで出動に要する時間の短縮を図ります。 

     大阪狭山市消防本部における平成３１年（令和元年）中の１１９番通報の受信件数は４，５７９

件で、そのうち、携帯電話からは２，５６５件となり約５６％と半数以上を占めています。（表１） 

     また、火災等災害別件数は火災１９件、救助２０件、救急２，２５７件です。（表２） 

表１ 平成３１年（令和元年）中の１１９番受信件数 

 合計 固定電話 IP電話 携帯電話 

受信件数 ４，５７９件 ８２６件 １，１８８件 ２，５６５件 

全件数に対する比率  約１８％ 約２６％ 約５６％ 

表２ 火災等災害別受信件数 

 火災 救助 救急 

受信件数 １９件 ２０件 ２，２５７件 

   ２ 医療機関照会・夜間小児科受診照会 

     当市では相談者から症状等を聴取し大阪府内の救急病院からの情報をもとに、該当する医療機関

（数ヵ所）と電話番号を案内し、相談者が直接医療機関へ連絡し、受診可能であるか確認していただ

いています。 

     また、南河内南部広域小児急病診療システムにおいて、平日は２０時から翌朝８時、土日・祝日



 

は１６時から翌朝８時までの間、消防から指定病院に連絡し夜間の小児科受診の照会を高機能消防

指令センターが窓口となり実施しています。（表５） 

表５ 平成３１年（令和元年）中の医療機関照会・夜間小児科受診照会件数 

医療機関照会 夜間小児科受診照会 

１，６１７件 ７９６件 

   ３ 消防デジタル無線 

     消防救急活動の高度化及び電波の有効活用の観点から、１５０ＭＨｚ帯アナログ方式の消防救急

無線は平成２８年５月３１日を持って２６０ＭＨｚ帯でのデジタル方式に移行されたことに伴い、本

市消防本部では平成２６年２月にデジタル無線へ移行し運用を実施しました。 

     また、災害現場においては４００ＭＨｚ帯無線機を活用し、無線チャンネルを使い分けることに

より個人情報等の保護も図られます。（表３）（表４） 

表３ 消防無線機配置台数（２６０ＭＨｚ帯） 

所属 

種別 

基地局 移動局 移動局（車載） 移動局（携帯） 

本署 １台  ８台 １２台 

出張所  １ ３台 ７台 

消防団   ２台 １９台（受令機） 

表４ 消防無線機配置台数（４００ＭＨｚ帯 ）移動局（携帯） 

本署 出張所 消防団 

２２台 １２台 １７台 

 


